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１ サーバスの理念と歴史 

 

★ サ－バスの目的  

 Servas はエスペラント語で英語では“serve"を意味する言葉です。ホスト会員とトラベラ－会

員とをつなぐネットを世界中に張りめぐらした、非営利組織であり、国際連合 NGO（非政府組

織団体）の一つです。世界平和、善意、相互理解と寛容の促進を図ることを目的としています。

この目的を達成するために、多様な文化や背景を持つ個人と個人がつながりを持つ機会を提供し

ております。 

  

国際サーバスには以下のように記されています。 

 

 “SERVAS is a world-wide, non-profit, non-governmental, co-operative network of hosts and 

travellers, set up with the purpose of helping to build world peace, goodwill, understanding 

and mutual tolerance. ”（サーバスは世界平和を築き、善意と理解、そして相互の寛容を促進す

ることを目的として設立された、世界的規模の営利を目的としない、非政府のホストとトラベラ

ーの協力的ネットワークである。） 

 

★ サ－バスの歴史 

 

 1949 年、デンマークの  folk high school に参加していた数カ国の若い平和主義者が、

Peace-builders という活動を始めました。彼らは、アメリカ人の良心的兵役忌避者だった Bob 

Luitweiler の影響を受けて、Work-Study-Travel 制度を作り、他国から平和について同じ志を持

つ人々を自分の家に受け入れることで、世界平和を積極的に進めていきました。その後、世界各

国にこの運動が広まり、1972 年にスイスで Servas International として登録され、現在では国

際連合の NGO のリストに載っており、代表者も送っています。 

 

 サーバスは、いわゆる社会運動でも政治運動でもありません。もちろん、安上がりのための旅

行組織でもありません。サーバスは国際間の理解を深め、世界平和を維持するため、純粋に人間

愛の立場から地道な貢献をしております。 

 

 サーバスのホスト会員になると、ホームステイを希望する外国のサーバス旅行者が、通常２泊

３日、あなたの家を訪れて家族の一員のように過ごし、相互理解を深めます。 

 

 また、あなたも所属支部よりサーバス・トラベラーとしての認定を受けたサーバス旅行者とし

て面識のない外国のサーバス会員の家庭にホームステイすることができ、家族の一員のように迎

え入れられます。 

 

 これが数多くある他の国際民間親善団体に見られない、サーバスの最大の良さであり、その特

色とされている理由でもあります。こうして長年の間に、世界中いたる所に数多くの個人と個人

との理解と親善の種子を蒔くことができるのです。 

 日本では 1962 年に「日本サーバス友の会」が誕生し、1982 年、「日本サーバス」（SERVAS 

JAPAN)と改称されました。 現在では北海道、東北、関東、東海北陸、近畿、中国四国、九州

の７支部に分かれ、それぞれ支部長が支部運営、トラベラーの認定、入会事務などにあたってい
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ます。 

 

 また、日本サーバスを代表して、会長、副会長等が選任され、日本国内活動の調整とサ－バス

国際本部、各国サ－バスとの連絡にあたっています。 

 

 日本サーバスではこの趣旨に賛同され、積極的に支援してくださる方々の入会を心から歓迎い

たします。 

 

詳細については下記の Web サイトをご覧ください。 

 日本サーバス Web サイト： https://www.servas-japan.org/ 

 

  

https://www.servas-japan.org/
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２ 日本サーバス入会手続きについて 

 

ご入会については次の A.B.二通りの方法があります。都合の良い方法をご選択ください。 

 

A）インターネットの日本サーバス Web ページ： https://www.servas-japan.org/ 

のメニュー「詳細なご案内」より ”サーバス会員になろう”の事項を選択し入会の手

続きの“Contact us”より必要事項を書き込み送信します。 

それを受けて、日本サーバス本部またはあなたの所属支部から連絡を致します。 

 

B）①あなたの住所  ②氏名  ③郵便番号  ④電話番号  ⑤電子メールアドレス 

を記入してあなたのお住まいの支部に、または本部に電子メールをお送りください。 

折り返し本部、または支部から連絡を致します。 

 

３  諸会費について 

 

１) ホスト会員：国内外の認定された旅行者を受け入れる意思をもった個人や家族で、また

サーバス旅行者（サーバストラベラー）にもなることができる方のことをこのように

呼んでいます。旅行者の宿泊受け入れは困難だが、昼間の空いた時間にホスト可能な

方（デイホストと呼称）もこの中に入ります。       

 入  会  金   2,000 円 

 年会費 a)  一般  3,000 円   

b)  学生 2,000 円    

註：家族制ですので、同一世帯は一人分として扱います。 

 トラベラー認定証（LOI）に貼付するスタンプ代   一人 3,000 円 

（サ－バス旅行希望者はスタンプ貼付の LOI が必要です。 

1 年間有効です。これは旅行者各人が保有します） 

 

２) トラベラー会員：ホスト会員以外でサーバス旅行者として認定された個人をいい、国内

外の認定されたサーバス旅行者を受け入れることはできません。 

 トラベラー認定料   6,000 円 （入会金、年会費は不要） 

トラベラー会員には１年間有効のサーバス・トラベラー認定証（LOI）を発行し

ます。認定は３回までです。 

 

注）１．この冊子はサーバス活動や組織に関する全般的な説明書です。サーバス国際本部で

は Servas International News、日本では本部会報、支部会報などを発行して会員

にネットで配信しております。（ネットを使用されない方には郵送） 

２．サーバス旅行者として、海外旅行を計画される方は、申請準備期間が必要ですので、

早めにお申し出ください。サーバス旅行認定者の支部長が旅行など不在の場合もあ

ります。 

３．支部によっては例会を定期的に開き、お互いの受け入れやトラベリングの情報交換

を行ったりして会員間の交流を深めています。 

４．希望者に、「日本サーバス創立５０周年記念誌（CD 版）」を 500 円（送料別）で配

付しております。日本サーバスの歴史が詳しく説明されています。 是非ご一読く

https://www.servas-japan.org/
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ださい。 

 

４  連絡先・連絡方法 

 お問い合わせは 日本サーバスのウエブサイト 

  （URL: http://www.servas-japan.org) にある 

  http://www.servas-japan.org/mailform/contact0-jpn.html の Contact Us をクリックし、あなたの

郵便番号、住所、氏名、電話番号、電子メールアドレス、お問い合わせをご記入し、電子メールの送

信ボタンをクリックして送信して下さい。折り返し当会よりご回答いたします。 

 

または、九州支部の場合は下記の支部長へご連絡ください。 

日本サーバス九州支部（２０１９年２月現在） 

支部長：友野よみ子（ともの よみこ） 

住所： 〒807-0024 福岡県遠賀郡水巻町高尾 18-23 

電話/Fax： 093-201-3403 

電子メール： atlantis26@jcom.home.ne. 

 

  

http://www.servas-japan.org/
http://www.servas-japan.org/mailform/contact0-jpn.html
http://www.servas-japan.org/mailform/contact0-jpn.html
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５ サ－バスの機能と運営    

 

サーバスホスト会員になると、国際サーバスの Web サイトのオンラインシステム Servas 

Online(SOL)を利用できます。Web ページから会員がログインし、自分の情報を作成・更新

し、他の会員の情報を閲覧することにより、お互いがメールアドレスを通じて SOL 上で情

報交換し、サーバス旅行者として希望するホストに連絡して宿泊したり、ホストとして旅行

者を受け入れたりすることができるシステムです。 

SOL の利用・活用については日本サーバス Web ページをご覧ください。 

 

日本を含め世界のほとんどの国がこの SOL に参加していますが、未だ参加していない

国々の会員向けに電子版のホストリストが発行されています。その内容は、以下の事項で

SOL の内容と同じです。 

  １） 氏名、ホストまたはデイホスト、生年、性別、職業、話せる外国語 

  ２） 住所、電話、電子メールアドレス、自宅までの経路 

  ３） 関心事、興味、旅行したことのある国、住んだことのある国 

  ４） 旅行者の受け入れ可能人数、訪問希望の場合の予告期間、屋内禁煙、家族旅行者歓

迎、日本人旅行者歓迎、食事の有無、ペットなど 

 

６ サーバス旅行者の受け入れについて 

 

 １ 【受け入れ打診】 

トラベラ－から訪問希望の連絡があったときは、できるだけ早く返事を出してください。ト

ラベラ－はホストからの返事を待って旅行の計画を立てています。トラベラ－を必ず受け入れ

なければならないという義務は全くありません。受け入れ不可能な場合、あるいは気が進まな

いときは、はっきりお断りしてください。あるいは他のホストかホストコーディネーターを紹

介してあげてください。 

 

 ２ 【無連絡不訪問】 

連絡なしに、約束の日時にトラベラ－が現れなかったときは支部長に報告してください。日

本サーバスを通じてサーバス国際本部に連絡をします。 

     

 ３ 【都合が悪くなった場合】 

トラベラ－に受け入れ許諾の返事を出した後に引き受けることができなくなった場合は、ト

ラベラーにその旨を速やかに連絡するか、近くの会員、あるいはホストコーディネーター(通常

は支部長)をトラベラ－に紹介してください。 

 

 ４  【認定証の確認】 

サーバスはホテル代を節約するための組織ではなく、家庭生活を通じてのみ初めて味わえる

風俗、習慣、生活様式等を体験し、相互理解を深め、末長い国際的友情を育てるための会です。

その趣旨をご理解の上、トラベラーを受け入れて下さい。なお、トラベラーが認定されている

かどうか確認するために、必ず Letter of Introduction （LOI)の提示を求めてください。 

 

 ５  【トラベラー到着時のオリエンテーション】 

トラベラ－が到着した時に、あなたの家の規則や守るべき注意事項について説明することが

https://www.servas-japan.org/contents/SOL/SOL.html
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大切です。手短に書いたメモ等を準備しておくと誤解を避けることができます。 

  １） シャワーや風呂・トイレの場所や使い方 

  ２） 朝食、夕食の有無や時間  

  ３） 屋内での喫煙の可否   

  ４） 電話、コンピューターの使用可否  

  ５） ペット、寝具の扱い方、電灯のスイッチの位置など  

  ６） 洗濯をしたがっているトラベラーがいるかもしれません。アドバイスをしてあげると助

かるトラベラーもいるでしょう。 

  ７） 事前の連絡の中で食べられない食品があるかどうかを聞いておくのも役に立ちます。 

  ８） 近くの観光案内パンフ等があったら用意しておいてあげるのもトラベラーには有益です。 

 

６  【家族の一員として】 

「家族の一員」として迎えるのですから、申し出があれば、食器洗い、掃除など遠慮なく手

伝ってもらってください。また、トラベラー本人が当然やるべきことを頼まれたりしたとき

や家での注意事項を守らず支障をきたすときは、はっきりとその旨を指摘して、お断り下さ

い。（内心ではいやだと思いながら、外面では愛想よく同意する態度は、しばしばトラベラ

ーの誤解を招くことがあります。） 

 

  ７ 【日本生活体験】 

日本の家庭生活を体験できるように開放的に接して下さい。あくまでも「家族の一員」と

して接するのが建前ですから、特別な接待や客扱いは無用です。 

 

  ８ 【金銭問題】 

金銭の面でホストに迷惑をかけることは、絶対にしてはいけないことになっていますの

で、トラベラーの交通費、電話代などは本人に支払うように言ってください。 

 

  ９  【送 迎】 

トラベラ－を駅や空港に迎えにいくことは、ホストの好意によるものです。たとえリスト

に迎えに行く旨が記載されていても、受け入れ側の都合をお伝えください。 

 

 １０  【滞在期間】 

通常トラベラ－は２泊３日、ホスト宅に滞在することができ、トラベラ－はそれ以上の

滞在を要求することはできません。また、リストに２泊以上の滞在可能と表示してあっても

断ることができます。そして、１日の滞在なら可能であると前もって告げることもできます。

もちろん希望されるなら、２泊以上の滞在を勧めることもできます。  

  

１１  【食 事】 

通常ホストはトラベラ－に食事を提供しますが、朝食のみ、あるいは夕食のみ、または食

事はまったく提供できないことを、到着のときに告げることができます。トラベラ－を外食

に誘うとき、どちらが払うかについてはサ－バスのルールはありません。しかし、トラベラ

－は決まった予算のなかで旅行をしていることを心に留めておいてください。 

 

 １２  【観光案内】  

トラベラーが見物や観光などに熱心な場合もあると思いますが、無理をしてその案内など

をされる必要はありません。無理をすると受け入れが苦痛になったり、相手を責めたりした

くなります。できる範囲で「ありのまま」が一番です。しかし、トラベラーが迷子にならな
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いよう配慮して頂くことは必要で、出迎えや見送りで遠くまで行く必要はありません。 

 

 １３  【交 流】 

サ－バストラベラ－と団欒する時間を持ってください。トラベラ－は日本の風習、習慣な

ど、そしてあなたがどの様に生活しているのか関心があります。そのようなことについてホ

ストとトラベラ－がお互いに話し合うことにサ－バスの真の意味があります。 

 

 １４  【休 養】 

トラベラ－は長い旅行のために疲れたり、汚れているためにホストに迷惑をかけていない

かと気に掛けているかもしれません。トラベラ－に休息のための時間を与えてください。そ

の間にトラベラ－はシャワーを浴びたり、身だしなみを整えたりして、心地よい食事や団欒

に備えることができます。  

 

 １５  【言 語】 

人によっては言葉を非常に早く話すトラベラ－もいますので、分からない場合はゆっくり

話すよう促してください。質問の意味が分からないまま、返事をすることは誤解を招きます。 

 

 １６  【問題行動の対応】 

言葉が違えば文化も異なります。しかし、トラベラ－がサ－バスの精神に反すると思われ

る言動をとったり、個人的な性癖で問題が起こった場合は、直ちに支部長、ホストコーディ

ネーターに連絡を取ってください。トラベラ－が帰国したのちは日本サーバス本部に報告し

てください。                        

日本サ－バスでは可能な限り、国際本部、当該国のサ－バスに対して対応策をとります。                    

 

★ トラベラーとの連絡 

 

  ◆ 海外の会員がオンライン SOL にログインしホストを検索し、または、電子版ホストリ

ストを見て、海外から直接会員に宿泊や訪問の依頼をしてきます。これにスムーズに応答

することがサーバスのシステムを機能させるポイントになります。 

 

  ◆ 電話の場合はなんとかその場で決着がつきますが、電子メールを受け取った場合は、英

文の返事に慣れていないこともあって、遅れたり、全然出さずに終わったりしがちです。

これは当のトラベラーに迷惑をかけるばかりでなく、SOL 利用やホストリスト利用に対す

る信頼、更には日本サーバス全体に対する信頼を損なう事にもなりかねません。トラベラ

ーからの問い合わせには迅速に返事を出すようにご協力下さい。 

 

★ トラベラーの依頼を断る場合 

 

   特別に断りの理由を述べることは不要で、はっきり "Ｎｏ" の 返事をできるだけ早く出し

てください。なお、近くの会員を紹介できるときはそのことを付け加えてください。また、

ホストコーディネーターあるいは支部長に連絡していただいてもよいと思います。 
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７ サーバス旅行について  

 （詳しい内容は後掲していますので、旅行前は必ず確認をお願いします。） 
 

サーバス旅行者（サ－バストラベラ－）となるためには、各支部の支部長または面談者に

よってサーバス旅行についての説明を受けていただくことになっています。サーバス旅行者

としての認定の基準は、サ－バスの目的・活動についての理解、あなたの旅行目的、サ－バ

スホスト宅で困らない程度の語学力など総合的に判断されます。 

ただし、受け入れ国の特別な許可等がある場合を除き、年齢が１８才以上の方に限ります。 

 

◆ 手続きの流れ 

 

  １．あなたがホスト会員の場合は、支部長にサ－バス旅行を希望することを連絡します。あ

なたがホスト会員でない場合は、別紙「サ－バスとは何ですか」の代表者リストにより、

居住地のサ－バス支部の代表者と連絡をとります。 

 

  ２．支部長から面接の日までに読んでおくべき書類などを受け取ります。（トラベラー 

として認定された場合、パスポートサイズの写真が１枚必要です。） 

 

  ３．支部長または面談担当者と面談の日時と場所を約束します。 

 

  ４．サ－バス旅行者として認定されたとき、ホスト会員は認定料 3,000 円、トラベラー会員

（ホスト会員でない方）は認定料、6,000 円を収めます。 

 

  ５. 所定の認定料が収められますと、次の手続きで LOI（Letter of Introduction)を取得して

下さい。 

（１）サーバストラベラー認定の用紙(LOI: Letter of Introduction)を日本サーバスの Web

ページ https://www.servas-japan.org/contents/kaiinninaro.html 

の下部にある「旅行認定証 LOI」よりファイル（WORD 形式)をダウンロードし、

そのファイルを編集後署名し、顔写真を所定の位置に貼り付けてください。 

（２）支部長に郵便でお送りください。支部長がトラベラー認定のスタンプを貼り、署名、

日付を記入後返送します（これが LOI の原本になります）。 

この LOI は発行の日付から１年間有効です。有効期間内であれば、複数回のサ

ーバス旅行が可能です。 

 

 サーバス旅行者として一度認定されるとSOL上では "Servas Role" 表示に"Traveller" 

が表れ、SOL にログインし My Profile のメニューの中で LOI の記事を編集し、pdf 形式

のファイルをダウンロードできます。または、プリントアウトすることができます。この

場合、SOL 上で顔写真を表示している場合はその画像が pdf ファイルに取り込まれ、写

真を張り付ける必要はありません。その後は署名し、上記の（２）の手続きをして下さい。 

 

もし、サーバストラベラー認定の用紙を上記の方法で取得できない場合は支部長に申し

出て下さい。 

 

  ６．訪問予定国が決まれば、SOL にログインしホストを検索し希望するホストを見つけます。

https://www.servas-japan.org/contents/kaiinninaro.html


10 

 

国によってはホストを探してもホストがいないか、または極端に少ないか場合があります。

これは SOL システムにホスト会員全員が参入していない国の場合ですので、支部長から

その国の電子版のホストリスト（pdf ファイル）を受け取り希望するホストを見つけます。

希望するホストに認定書（Letter of Introduction）のコピーを添付して、訪問可否の問

い合わせを、E-mail、電話、Fax などで行います。 

最終の LOI（発行日と支部長の署名、有効期限付き）が手に入らない段階で希望する

ホストに訪問可否の連絡をする場合には、発行日と支部長の署名、有効期限付きはなくて

も、写真、本人のバックグランド、署名が記された未完成の LOI を添付し、LOI が発行

され次第送ることを約束すると良いでしょう。 

 

  ７．Letter of Introduction の原本は旅行中あなたが所持し、ホスト宅に着いたとき、直ぐ提

示することになっています。ホストによってはホスト宅を出発するまで預かるというとこ

ろもあります。（コピーを取っておくと便利です。） 

 

 

＜その他＞ 

 

  ＊ 電子版ホストリストを支部長から借り出して、必要部分をプリントアウトした場合は、

使用後、速やかに記憶媒体の内容を消去し、紙などは廃棄してください。 

 

  ＊ 借り出した各国の電子版ホストリストを使用できるのはあなただけです。他人にはたと

えサーバス会員であってもまた貸しはしないで下さい。すべてのホストリストは「サーバス｣

の所有物です。帰国後はサ－バス旅行についてのリポートを支部長に提出してください。 

  

  ＊ トラベラ－会員は、帰国後はホスト会員になっていただくことをお願いいたします。 
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８ サーバス旅行を有意義なものにするために 

        ～～～認定面談の前・旅行前に必ずお読みください～～～ 

 

 ★ 本冊子の理念・歴史を再度ご確認ください。 

 

 ★ Letter of Introduction について 

 

その内容は、① あなたの自己紹介  

② 興味、関心のあることや今までに訪問した国、地域 

③ どうしてサーバストラベルをしたいと思ったのかなど 

 

    平易な英語、または訪問される国の言語で書いてください。 

 

    旅行前にホストと連絡を取り、承諾の返事があれば宿泊可能で、ホスト宅に２泊するこ

とができますが、ホストの都合によってこれより短くなることやホストの好意によって長く

滞在できることがあります。 

    デイホストはあなたと会って話をしたり、時には案内をしたりしますが、宿泊場所を提

供することはありません。 

    宿泊については、ホストから支払いを要求されることはありませんが、宿泊を引き受け

てくれるホストが必ず見つかるとは限りませんし、そのことでホストを責めることもできま

せん。あくまでもボランテｲア活動であることをご理解ください。 

 

★ サーバストラベラーの務め 

 

    《訪問する前に》 

 

   ◆ 訪れる土地について、事前に調べてください。しかし、現地人以上に物知りとは考え

ないでください。このことについては、面談担当者があなたのお役に立つと思います。 

 

   ◆ ホストが求めている予告期間を十分考慮して、宿泊希望の連絡をとってください。予

告なしに突然訪問することは非常に失礼です。ホストは宿泊場所を提供するためにその土地

に住んでいるのではなく、日本からの旅行者と話し、日本について知りたいと思っているの

です。ホストはいろいろな経験を持った人々との触れ合いを求めているのです。 

 

   ◆ 大都市ばかりでなく、地方都市にも滞在すれば、その国の本当の姿に接することがあ

ります。そして、トラベラーの訪問を心待ちにしている、地方都市のホストも多いと思いま

す。 

 

   ◆ 大抵の国では、トラベラーが直接ホストと連絡を取ることになっています。しかし、

言葉の障害でホストコーディネーターと連絡を取る場合（国によってリストに明示されてい

る）は、簡単な自己紹介、おおよその到着日、時間、アレルギー、あるいは体に障害があれ
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ば、そのことなどを書いて送ってください。いずれの場合も、Letter of Introduction をメ

ールに添付するか SOL で送信するか、コピーを郵送するか、いずれか可能な方法で相手に

送ってください。 

 

   ◆ ＮＰＲＰ（No Prior Notice Required）の表示があるホストを除き、到着日の少なく

とも１日前に、ホストに再度訪問の連絡をしてください。ホストは予定を変更して、あなた

を待っているかもしれません。 

                                    

   ◆ 早朝や夜遅くの電話・訪問は避けてください。国によっても異なりますが、おおよそ

朝９時から夜９時までの間の電話や訪問は支障がないでしょう。しかし、昼休みを長く取る

国もあります。 

 

   ◆ ホストに訪問することを約束して、何らかの理由で行けなくなったり、約束の時間に

遅れることが分かったときは、できるだけ速やかにホストに知らせてください。約束の日時

にあなたが連絡なしに遅れたり、来なかった場合、ホストは非常に心配します。実際これが

トラベラ－についての一番の苦情となっています。どうしても、連絡が取れずに、ホスト宅

を訪問することができなかったときは、ないよりはましですから、後で謝罪のはがきを出し

てください。 

 

   ◆ 決してホストに宿泊や案内を強要しないでください。サ－バスはボランティア活動で

すので、トラベラーを必ず受け入れなければならない義務はホストにはありません。 

 

   ◆ シーツや寝袋、タオルを持参することはホストへの配慮となります。 

 

   ◆ 各国のリストには、トラベラーのための注意事項が詳しく載っています。注意深く読

んでいただければ、注意事項を無視されて、ホストを苛立たせたり、うんざりさせることは

ないでしょう。 

 

   ◆ リストには、ホストが駅まで出迎えてもよいと記載されていることがありますが、常

にそうであると期待しないでください。これはあくまでも、ホストの好意であり、都合のつ

かないこともあります。ホストに家までの経路と地図を詳しく聞き、ホストに迷惑をかけな

いでください。 

 

   ◆ リストに載っているホストの各コラムはよく読んでおいてください。これから訪問す

るホストやその家庭のことについて何も知らないでは、お互いに気まずい思いをします。ホ

ストの名前が発音できなくても、趣味や興味・関心のあることは何か、子どもは何人いるの

かなどは覚えておくべきことです。 

 

    《ホスト宅到着の後に》 

 

   ◆  ホストの家に到着したら、直ちに Letter of Introduction の原本（コピー不可）をホ

ストに提示してください。 あなたの出発までそれを保管する人、一読して返す人、またコ

ピーを求める人など、ホストは様々です。何れの場合においても、Letter of Introduction

はあなたが認定真正のサーバストラベラーであることの証明となります。コ ピーを取って

おかれることをお勧めします。 
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   ◆ ホストとの交流には敏感であって、配慮深くあってください。生真面目な人、社交性

のある人、気位の高い人、気軽な人、お客様として歓迎する人、家族の一員として受け入れ

る人など、ホストには様々な性格の人がいます。また、平和活動に深く係わっているホスト、

サーバス活動についても淡白に付き合っているホストもいます。また、非常に忙しく、時間

に余裕のないホスト、あなたに十分時間を割いてくれるホストもいるでしょう。しかし、ホ

スト個々のあなたに対する接し方は、あらゆる場合において、尊重されるものなのです。 

 

   ◆ ホストと共に過ごす時間を確保し、あなたのこと、日本のことなどを語り合ってくだ

さい。サ－バス旅行では、 単に、その土地の観光のみに時間を費やさないでください。 

 

   ◆ 例え家の鍵を渡されたとしても、いつ出掛けたらよいのか、何時に帰ってきたらよい

のかホストに聞いてください。ホストは仕事中は家にいてほしくないと思うことがあります。 

 

   ◆  滞在中は気を配り、身ぎれいにし、仮に空腹でも勝手に振る舞うのではなく、まず聞

いてその家のルールやスケジュールに従ってください。食事の用意や食器の後片付けなど積

極的にホストに協力してください。水やお湯に不足している国もありますから、了解を得て

からシャワーや洗濯をしてください。 

 

   ◆  ホストからの申し出がないかぎり、２泊３日以上滞在することはできません。長期滞

在可能とコラムに記載のあるホストを除き、それ以上の宿泊を強要することはできません。

１泊だけの滞在は余りにも短く、双方ともにあまり意味のある訪問とは言えません。サーバ

スでは２泊３日が有意義であると考えています。 

 

   ◆  提供された寝具、マットレスなど用意された宿泊施設には感謝の気持ちを表してくだ

さい。これは、例え夫婦別室になってもホストの好意に感謝してください。 

 

   ◆  ホストの国について、政治、経済、宗教はもちろん、どんなに些細なことでも、あか

らさまに批判することは禁物です。天気や交通事情についても批評することは避けるべきで

す。 

 

   ◆  ホストにお金を提供したり、貸したり、あるいは交換したりすることはしないでくだ

さい。しかし、ホストの経済状態を考慮することは大切です。日本からのちょっとしたお土

産はホストから歓迎されます。 

 

   ◆  食事は多くの場合、ホストによって提供されますが、義務ではありません。ホストと

外食することがありますが、自分の分は支払うように申し出るのがよいでしょう。ホストに

ご馳走するのはよいが、出してもらおうと要求してはいけません。 

 

   ◆  電話はホスト宅の電話を借用する場合は、必ず許しを得てから使用し、電話代支払い

を申し出てください。訪問国の電話料金制度を日本と同じだと考えないでください。国によ

って電話料金制度にかなりの差があります。 

 

   ◆  幼児を連れて旅行している時は、ホストは幼児用の食事を用意できないかもしれませ

ん。また、あなた自身が食事制限をしているときも、あらかじめホストにその事を告げ、食

事を用意したほうがよいでしょう。 
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   ◆  サーバストラベラーとして認定されていない友達を連れていくことはできません。ホ

ストに不愉快な思いをさせ、楽しい滞在とはなりません。友達には正式な面談を受け、認定

されたトラベラーになるように勧めてください。 

 

   ◆ ホストの価値観やその家の習慣を大切にしてください。あなたにとって不愉快なこと

や習慣の違いがあれば、穏やかに話し合ってみることです。 

 

   ◆ サーバスは旅行代理店でも、快適な旅行を約束する、安上がりの旅行組織でもないこ

とを、もう一度思い出してください。あなたは平和活動を理念としたサーバス旅行をしてい

るのです。その安全と意義はあなたの良識にかかっています。しかし、万が一深刻な問題に

出会ったときは、できれば（連絡が取れれば）その国の代表者に、帰国後は支部長に連絡し

てください。日本サーバスとして可能な限り、国際本部、当該国のサーバスに対して対応策

をとります。 

 

    《帰国した後に》 

 

   ◆ ホストの好意に対して、お礼の手紙を出すことを強くお勧めします。 

 

   ◆ 所属支部長にトラベルリポートを提出してください。 

    書式は（サーバス旅行報告書）にあります。 

    日本サーバスの会報や国際本部の SI NEWS にもリポートを書くこともできます。 

 

   ◆ 使用したホストリストは、できるだけ速やかに消去してください。 

 

   ◆ もしあなたがトラベラー会員であるなら、改めてホスト会員になってください。サー

バスはすべて会員のボランティア活動から成り立っています。 

 

  

https://www.servas-japan.org/contents/pub-honbu/guide/report-to-re-coordi.doc
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９ 日本サーバス会則 

創立 1962 年 9 月 8 日 

 制定第２２回国内会議 

 （2000 年 3月 19 日） 

第１章 総則 

 

名称 

第１条 本会は、日本サーバス（英語表記 Servas Japan）という。 

 

名称の使用 

第 1 条の２ 本会の会員が「日本サーバス（英語表記 Servas Japan）」の名称を使用した場合で、

会長がその使用が不適当と認めたときは、それを禁止させることができる。 

 

定義 

第２条 本会は、スイスに本部を置く Servas International (国連から協議資格のある NGO とし

て認められている団体)に属する非営利、非政治的で、特定の宗教や思想に属さない国際

的な、民間親善平和団体である。 

 

本部 

第３条 本会の本部は、日本サーバス会長の指定する場所に置く。 

 

構成 

第４条 本会は、北海道、東北、関東、東海北陸、近畿、中国四国、九州の７支部から構成され

る。 

 

目的 

第５条 本会は、主に会員同士のホームスティによる交流を通じて、善意、相互理解及び相互の

寛容を深めることによって、世界平和の促進に寄与することをその目的とする。 

 

活動 

第６条 本会は、前条の目的を達成するために、次の活動をする。 

（１） 国内外の会員相互の親善交流の推進 

（２） 国際交流の企画及び推進 

（３） 海外サーバス、及び他の民間親善団体との連携協力 

（４） その他、本会の目的を達成するための活動 

 

第２章 会員 

 

会員 

第７条 本会の会員とは、本会の趣旨に賛同して積極的に協力を約束し、所定の入会手続きを経

た個人や家族をいい、ホスト会員及びトラベラー会員によって構成される。 

  ２ ホスト会員とは、国内外の認定トラベラーを受け入れる意思がある個人や家族をいう。 

  ３ トラベラー会員とは、ホスト会員以外でトラベラーとして認定された個人をいい、会員
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資格に期限があり、他の認定トラベラーの受け入れ資格を有さない。トラベラー会員は、

本人の意思により、所定の手続きを経てホスト会員になることができる。 

 

入会及び会員資格の変更 

第８条 本会に入会を希望する者は、本会の面接担当者との面接を経て、入会に必要な書類を提

出し、所定の会費を納入する。 

  ２ トラベラー会員からホスト会員への変更を希望するものは、本会の面接担当者との面接

を経て、ホスト会員として必要な書類を提出し、所定の会費を納入する。 

 

会員資格の喪失 

第９条 本会の会員は、以下の事由により会員としての資格を喪失する。 

（１） 退会届を提出したとき 

（２） 死亡したとき 

（３） トラベラー会員は、認定書の有効期限が切れたとき 

（４） 会費を滞納したとき 

（５） 本会を悪用、またはその目的に反する行為をしたとき 

（６） 会の運営に著しく支障を与えたとき 

（７） 本会が解散したとき 

（８）  

会費 

第１０条 本会のホスト会員は、所定の年会費を納めなければならない。 

  ２ 既納の年会費は返還しない。 

 

第３章 トラベラー認定 

 

認定トラベラー 

第１１条 本会の認定トラベラーとは、以下の個人をいう。 

（１） ホスト会員であって、所定の手続きを経てトラベラーとして認定された個人 

（２） 本会の趣旨に賛同して積極的協力と規則の遵守を約束し、所定の手続きを経てトラベ

ラー会員となった個人 

 

認定 

第１２条 本会のトラベラー認定を希望する者は、本会の面接担当者との面接を経て、認定に必

要な書類を提出し、所定の認定料を納入する。 

  ２ トラベラー会員の認定は、同一人については３回までとする。 

 

トラベラー資格の喪失 

第１３条 本会の認定トラベラーは、以下の事由により認定トラベラーとしての資格を喪失する。 

（１） 発行された認定料の有効期限が切れたとき 

（２） 死亡したとき 

（３） 本会を悪用、またはその目的に反する行為をしたとき 

（４） 会の運営に著しく支障を与えたとき 

（５） 本会が解散したとき 

 

認定料 
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第１４条 本会の認定トラベラーは、所定の認定料を納めなければならない。 

  ２ 既納の認定料は返還しない。 

 

第４章 役員 

 

本部役員 

第１５条 本会の本部役員は、次の通りと定める。ただし、会計監査以外は兼任を妨げない。 

（１） 会長          １名 

（２） 副会長         １名 

（３） ピースセクレタリ    １名 

（４） ホストリスト担当役員  １名 

（５） 会計          １名 

（６） 会計監査        １名 

（７） IT 委員長         １名 

（８） ユース部会長      １名 

 

支部役員 

第１６条 本会の支部役員は、次の通りと定める。ただし、会計監査以外は兼務を妨げない。 

（１） 支部長         1 名 

（２） 会計          1 名 

（３） 会計監査        1 名 

（４） ホストコーディネーター 若干名 

（５） 面接担当者       若干名 

  ２ 支部の裁量により、副支部長、事務局長、書記、ユース担当を設けることができる。 

 

選出 

第１７条 本会の本部役員は、国内会議においてホスト会員の中から選出する。選出方法につい

ては別途定める。 

  ２ 本会の支部役員は、各支部会議においてホスト会員の中から選出する。 

 

本部役員の職務 

第１８条 本会の本部役員は、次の職務を各々遂行する。 

（１） 会長は、本会を代表し、本会の運営及び管理を総括し、国際本部や各国との連絡にあ

たる。 

（２） 副会長は、会長を補佐し、会長不在のときはその職務を代行する。また、会長の指示

により特定の職務を遂行する。 

（３） ピースセクレタリは、本会の目的を促進し、国際本部や各国ピースセクレタリーとの

連絡にあたる。 

（４） ホストリスト担当者は、ホストリストの作成・管理、及び各国への送付と各国のホス

トリストの国内配布にあたる。 

（５） 会計は、本会の財政とその出納を管理し、その収支決算を年 1回会員に報告する。 

（６） 会計監査は、本部会計を監査する。 

（７） IT 委員長は、日本サーバスのホームページの維持・管理に務める。 

（８） ユース部会長は、ユース部会を代表し、部会の運営及び管理を総括する。 
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支部役員の職務 

第１９条 本会の支部役員は、次の職務を各々遂行する。 

（１） 支部長は、その支部を代表し、支部の運営及び管理を総括し、本部や各支部との連絡

にあたる。 

（２） 副支部長は、支部長を補佐し、支部長不在のときときはその職務を代行する。また、

支部長の指示により特定の職務を遂行する。 

（３） 会計は、支部財政とその出納を管理し、その収支決算を年 1回支部会員に報告する。 

（４） 会計監査は、支部会計を監査する。 

（５） ホストコーディネーターは、ホストとトラベラー間の連絡、調整にあたる。 

（６） 面接担当者は、本会への入会希望者及びトラベラー認定の面接をする。 

（７） 事務局長は、支部の事務をつかさどる。 

（８） 書記は、支部会議等の記録を行う。 

（９） ユース担当は、支部ユース部会のとりまとめを行う。 

 

役員の任期 

第２０条 本会の本部及び支部役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

  ２ 補欠により就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

  ３ 役員は、任期満了後でも後任者が就任するまでは、その職務を行うものとする。 

 

役員の解任 

第２１条 役員が次の各号のいずれかに該当するときは、本部役員と支部長の４分の３以上の議

決により、これを解任することができる。 

（１） 職務上の義務違反や役員としてふさわしくない行為があったと認められるとき 

（２） 本会の運営に著しく支障を与えたとき 

 

名誉会長及び顧問 

第２２条 本会に、名誉会長及び顧問を置くことができる。 

  ２ 名誉会長及び顧問は、国内会議の承認を得て委嘱する。 

  ３ 名誉会長は、本会の会務に関する重要な事項について、本部役員の諮問に応ずる。 

  ４ 顧問は、本会の運営に関する重要な事項について、本部役員及び支部役員の諮問に応ず

る。 

 

第５章 会議 

 

国内会議 

第２３条 国内会議は、会員で構成し、年 1回以上会長が招集する。 

  ２ 国内会議の招集は、開催の日から少なくとも１カ月以上前に文書にて通知する。 

  ３ 国内会議の議長は、その国内会議に出席した会員の中から互選により選出する。 

  ４ 国内会議では、本部役員と各支部長が議決投票権を持つ構成員（以下「構成員」という。

以下同じ。）となる。議事を進めるための定足数は構成員の３分の２とする。 

  ５ 国内会議の議決は、構成員で行い、出席した構成員の過半数を以って成立する。可否同

数のときは議長の決するところによる。 

  ６ 事情により国内会議に出席できない構成員は、他の構成員または議長に議決投票権を委

任することができる。支部長については、副支部長に議決投票権を委任し、出席させる

ことができる。議決投票権を委任した構成員は、第４項および前項について、出席した
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ものとみなす。 

  ７ 国内会議においては、主に次の事項を協議する。 

（１） 日本サーバス本部・支部活動報告および本部収支決算の承認 

（２） 本部活動計画および本部予算の承認 

（３） 会則および各種事項の改正 

（４） 本部役員の選出 

（５） その他、活動上の必要事項 

  ８ 日本サーバスの活動に支障が生じ、緊急に協議・決議を要する事態が生じ、通常の国内

会議をもつ余裕が無いときは、日本サーバス構成員メーリングリスト（以下[メーリン

グリスト」という。）を利用し、会長の発議により、構成員による国内会議を開くこと

ができる。この場合、議決はメーリングリストに登録している構成員により行い、設定

される回答期限までになされない場合、当該議題に対する棄権とみなす。可否同数のと

きは会長の決するところによる。 

 

支部会議 

第２４条 支部会議は会員で構成し、年１回以上支部長が招集する。 

  ２ 支部会議の招集は、開催の日から少なくとも１週間以上前に文書にて通知する。 

  ３ 支部会議においては、主に次の事項を協議する。 

（１） 支部活動報告および支部収支決算の承認 

（２） 支部の活動計画および予算の承認 

（３） 支部役員の選出 

（４） その他、活動上の必要事項 

 

旅費の補助 

第２４条の２ 本会の会員が国際会議または国内会議に、それぞれ本部または支部の代表として

出席する場合は、予算の範囲内で、本部は旅費を補助することができる。 

 

第６章 会計 

 

会計年度 

第２５条 本会の会計年度は、毎年１月１日に始まり１２月３１日に終わる。 

 

経費 

第２６条 本会の経費は、年会費及びその他の収入によるものとする。 

 

第７章 会則改正 

第２７条 本会の会則は、国内会議の議決権保持者の３分の２以上の賛成を得て、改正すること

ができる。 

 

第８章 附則 

第２８条 この会則は、２０００年４月１日より実施する。 

・２００１年３月 ３日 一部改正（名称の使用、旅費の補助） 

・２００２年３月２９日 一部改正（本部役員、支部役員の兼務） 

・２００３年３月 １日 一部改正（副支部長の設置） 

・２００６年３月１８日 一部改正（予算の承認） 
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・２００７年３月１７日 一部改正（IT 担当役員の設置、表記の一部変更） 

・２０１１年５月２９日 一部改正（IT 委員長の設置等） 

・２０１２年３月１８日 一部改正（ユース部会長の設置等） 

・２０１８年３月１７日 一部改定（役員の選出方法、国内会議の議長、構成員の定足数、

国内会議の議決、委任状の扱い、国内会議における協議事項、メーリングリ

ストによる国内会議、支部会議における協議事項） 
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１０ 提出書類書式 

 以下の書類の WORD 形式、または excel 形式のファイルは、日本サーバスの 

Web ページ https://www.servas-japan.org/contents/kaiinninaro.html 

からダウンロードできます。 

 

(１) 日本サーバス 入会申込書（日本語・英語）   p.22 

 

(２) 会員票（WORD 形式、EXCEL 形式）    p.24 

 

(３) 会員票作成手引き      p.25 

 

(４) サーバス旅行認定証（Letter of Introduction)   p.29 

 

  

https://www.servas-japan.org/contents/kaiinninaro.html
https://www.servas-japan.org/contents/pub-honbu/guide/guide-10-appli.docx
https://www.servas-japan.org/contents/pub-honbu/guide/kaiinhyou-word.docx
https://www.servas-japan.org/contents/pub-honbu/guide/kaiinhyou-excel.xls
https://www.servas-japan.org/contents/pub-honbu/guide/LOI-Japan.docx
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     日本サーバス  入会申込書 

              □には該当するものにレ印を入れてください。 

漢字は楷書で書いてください。 

 

会員の種類： □ ホスト 会員（□ ホスト、 □ デイホスト）    □ トラベラー会員 

 

フリガナ 

氏名・生年（西暦）・性別: 

                                         

   姓                        名                                 年  □ 男  □ 女 

 

フリガナ                                                                      

現  住  所：                                         

   〒                                                       

 

                                              

 

自宅電話：                   Fax：                     

 

携帯電話：                                         

   

E メール：                                                          

 

職業／学校：                                     

備 考： 

1. 面談(面接）：入会申込み受付後、担当者がお会いして、サーバスについて詳細を説明します。 

2. 入会の流れ：入会申込み→面談（面接）による説明→意思確認→会費納入→入会→会員票提

出 

3. 会費： 入会金：  2,000 円、年会費： 一般 3,000 円、学生 2,000 円 

4. 会計年度： 1月～12 月 （年会費は年度始めに指定の口座に振り込む） 

5. サーバス旅行： 認定証（LOI）が必要。認定証貼付用スタンプ代 3,000 円（1年間有効） 

6. 退会・休会について： やむなく退会・休会を希望される場合は年度末に支部長に申し出て

ください。申し出がない限り継続になります。 

7. 会員票： 入会確認後、会員の詳細情報を会員票に記入し提出していただきます。支部長が

保存し、そのデーターを基に国際サーバスのオンラインシステム（SOL)への登録手続きがな

され、会員は SOL を利用し、訪問したい外国会員探しが可能となります。また、外国からの

旅行者は SOL の情報をみて直接コンタクトが可能となり、草の根の交流がはじまります。 

支部記入欄： 

入会支部名                支部        入会期日         年     月     日 

 

支部長名                         面接者名                        

 

入会金             円    年会費              円 
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Application Form for SERVAS Japan 
 

Please check the box that applies, and write in gothic letter. 

 

 

Type of Membership:   □ Host (□ Host  □ Day Host)         □ Traveler   

 

Family Name                                                 □Male 

□Female 

                      Family Name          First Name              Year of birth             Sex  

 

Present Address       

 

   in English:                                                                 

                                                                              

    Postcode               

   in Japanese:                                                               

                                                                             

 

Home phone/Fax:  Phone                             Fax                     

 

Mobile phone & E-mail:   Mb                                           

 

                         Em                                           

 

Occupation                                      

                    

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~  

 

支部記入欄： 

 

入会支部名                支部        入会期日         年     月     日 

 

支部長名                         面接者名                        

 

入会金             円    年会費              円 
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日本サーバス会員票 

支部長記入欄：  支部名               氏名                       20  年 ..月.. 日受理 

 

会員の種類 

（どちらかにレ印） 
[  ]ホスト会員（ [  ]HOST 又は[  ]DAY HOST ）  又は     [  ]トラベラー会員 

 [姓 Family name] [名 First name] 生年 

 

（西暦） 

[男/女] 

会 
 
 
 

員 

氏名（日本語）                                            西暦     
       

NAME（英文字）                                           

Home phone                        Home fax                 

Mobile phone                   

E-mail                                          

配
偶
者
（希
望
者
の
み
） 

氏名（日本語）                
     

NAME（英文字）                   

Mobile phone   

E-mail     

 

住所（日本語） 
〒           

                                                                         

Address(半角英数字) 
                                                                         

以下は国際サーバスのサーバス・オンラインシステム(Servas On Line: 略称 SOL) に入力する情報 

   登録方法（どちらかにレ点）：[ ]個人として登録 又は [ ]家族として登録（作成手引きを参照; 全て半角英数字で記入） 

[郵便番号] 
[登録名 FAMILY NAME  First name & another First name]  ([sex m/f] [Year of 

birth]) [職業]  
[県/都/府/道 名] 

                             (       )                         

[受け入れ可能

人数] 
[電子メール]                                 [携帯番号] [最も近い都市名] 

        Em:                                Mb:                              

[連絡方法、予

告日数] 
[自宅の電話・ファックス番号] 

[話す言語 

（家族でまとめて）] 

          H&F:                  Lang: 

その他の記 [ホスト宅までの案内（最寄りの駅、鉄道、バス路線、経路）] 

 >                                                                                               

 [興味、趣味] 

          Int:                                                                                                            

 [旅行した国名] 

       Tr:                                                                                                                   

 [長期滞在国（滞在年数）][旅行した国名の後に記載してもよい] 

          Lv:       (  y)                                                                                         
 [ホストからのメッセージ] 

 
*                                                           

                                                                                                                                                



25 

 

 会員票作成の手引き 

記入例 日本サーバス会員票  （黄色い事項は必ず記入をお願いします） 

支部長記入欄：  支部名               氏名                       20  年  月  日受理 

 

会員の種類 

（どちらかにレ印） 
[レ ]ホスト会員（ [レ ]HOST 又は[  ]DAY HOST ）  又は     [  ]トラベラー会員 

 [姓 Family name] [名 First name] 生年 

 

（西暦） 

[男/女] 

会 
 
 
 

員 

氏名（日本語） 富士                          容子               西暦 

1977     

  女     
NAME（英文字）  FUJI                        Yoko              

Home phone 0921-01-3435              Home fax   0921-01-3435    

Mobile phone  090-5367-0198     

E-mail       Fuji-yoko@yahoo.co.jp                                   

配
偶
者
（
希
望
者
の

み
） 

氏名（日本語）   富士 三太郎      
     

NAME（英文字）   FUJI   Santaro       

Mobile phone     090-5354-0218 

E-mail      fuji-santa@gmail.com 

 
住所（日本語） 

〒 272-3367             

千葉県松戸市霧島町１－２３－７８                                            
Address(半角英数字)  1-23-78 Kirishima-cho, Matsudo-shi, Chiba-ken                                                                        

以下は国際サーバスのサーバス・オンラインシステム(Servas On Line: 略称 SOL) に入力する情報 

   登録方法（どちらかにレ点）：[レ]個人として登録 又は [ ]家族として登録（作成手引きを参照; 全て半角英数字で記入） 

[郵便番号] 
[登録名 FAMILY NAME  First name & another First name]  ([sex m/f] [Year of 

birth]) [職業]  
[県/都/府/道 名] 

2723367   FUJI Yoko (m 1977) Retired          CHIBA-ken   

[受け入れ可能

人数] 
[電子メール]                                 [携帯番号] [最も近い都市名] 

2P/1C/2W       Em: fuji_yoko@yahoo.co.jp     Mb:  Mb: 090-5367-0198                 Matsudo           

[連絡方法、予

告日数] 
[自宅の電話・ファックス番号] 

[話す言語 

（家族でまとめて）] 

em/p  7d H&F: 0921-01-3435 
Lang:English, 

Spanish 

その他 [ホスト宅までの案内（最寄りの駅、鉄道、バス路線、経路）] 

WMT > Tachibana stn, JR Tokaido line.  Can pick up at stn.                                                                                                

 [興味、趣味] 

          Int: cooking, painting, cycling 

 [旅行した国名] 

       Tr: USA, Europe, Canada, Australia, Korea                                                                               

 [長期滞在国（滞在年数）][旅行した国名の後に記載してもよい] 

          Lv: Belgium (3y)                                                                                         
 [ホストからのメッセージ] 

 
*  Nonsmoker only.  In this neighborhood, there is the 8th century's ruin of great  

  Temple named "Kokubunji".                                                                                 
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日本サーバス 

このたびは日本サーバスにご加入いただきありがとうございます。 

 

 ご加入に当たり以下の内容をご一読いただき、前ページの記入例を参考に別紙の会員票（Word 形式 

Exel 形式）に必要事項をご記入の後、支部長に提出して下さい。 

 

１．SOLについて 

 この情報を基に国際サーバスのサーバスオンラインシステム(servas On Line: 略称 SOL)をご利

用できるように登録手続きを行います。その後、会員は Web ページから SOL に入り（ログイン）、

自分の情報を追加、更新することができます。この中で訪問したい国のホスト探しが可能となり

ます。また、外国からの旅行者は SOL の情報により貴方を探しだし直接の問合せをすることが

できます。この SOL を利用して草の根の国際交流がはじまります。 

 

２．SOL への登録名について 

 日本での会員は家族単位となっており、年会費も家族単位で徴収されております。一方、SOL

利用について、国際サーバスは SOL への登録を個人単位（例えば登録名（アカウント） FUJI 

Yoko)で行うよう奨励しています。しかし、日本のほかにも家族単位の国々がある現状から登録

を家族単位（例えば登録名（アカウント） FUJI Yoko & Santaro )でも登録できるよう設定さ

れています。家族単位の場合は、上記の例 FUJI Yoko & Santaro では、SOL では FUJI Santaro

さんの情報は登録名だけで、その他の情報はすべて FUJI Yoko さんの情報のみのものとなります。

もし、FUJI Santaro さん自身の情報もしっかりと SOL に表示したいと望むならば FUJI Yoko

さん、FUJI Santaro さんはそれぞれの会員票を支部長へ提出して下さい。 

 このことから、家族がおられる場合は次のいづれかを選択ください。 

（A） 個人として登録   二つ登録名：FUJI Yoko、 FUJI Santaro  別々の会員票が必要 

（B） 家族として登録   登録名：FUJI Yoko & Santaro   一つの会員票 

（A）の場合で同居している家族の氏名を SOL に表示することができます。 

 

３．会員票の提出 

 ご提出は、会員票の部分を電子メールに添付していただくことを希望しますが、印刷したものでも構い

ません。記載事項が多い場合次のページにわたり会員票が 2ページになっても差し支えありません。 

 

４．SOL の利用について 

 SOL の利用方法については「SOL 利用手引」が日本サーバスの Web ページに掲載されていま

す。入会後に利用についての詳細をメールでお知らせします。 

 なお、住所の詳細記述や電話番号その他の個人情報保護の点から公開したくない情報については、

SOL内で公開、非公開などの選択ができますのでご安心ください。 

 

５．会員票記入方法 

前のページに会員票の記入例を示し、また、本ページ、次ページに記入に当たってのガイドラインを

示しております。 

黄色い部分の事項は必ずご記入ください。 

記入するに当たって、記入欄の上段のカギカッコ [  ]の説明に沿って記入することで会員票は完成

しますが、説明を下記に示します。 

最後に SOLの情報から出力した会員情報の例を示していますのでご覧ください。 

 

記入に当たっての説明 

http://www.servas-japan.org/contents/pub-honbu/guide/kaiinhyou-word.docx
http://www.servas-japan.org/contents/pub-honbu/guide/kaiinhyou-excel.xls
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（１） 日本語は全角、数字は半角でお願いします。可能な人はフォント「ｍｓｐゴジック、10.5pt」でお願い

します。スペースが不足の場合には、フォントサイズを小さくしても構いません。 

（２） 会員票の最上段の会員の種類について 

ホスト会員は、国内外の認定された旅行者を受け入れる意思をもった個人や家族で、またサ

ーバス旅行者になることができます。この場合、旅行者が宿泊できる"HOST"と宿泊できな

いが日中対応できる"DAY HOST"の区別があります。 

トラベラー会員は、ホスト会員以外でサーバス旅行者として認定された個人をいい、国内外

の認定された旅行者を受け入れることはできません。 

 

（３） SOLに入力する情報（会員票の下半分）について 

 

１） 第 1 列目 

1 行目の[郵便番号]：ハイフンなしで 7 ケタの数字 

2 行目の[受け入れ可能人数]：M,W,CH,P,C の文字の前に人数を数字で表す。 

例 2M/2W/2P/2CH/1C: 男性 2 名、女性 2 名、男性女性 2 名、子供 2 名、

一組の夫婦 

M=man, W=woman, P=person, CH=child, C=couple 

 

3行目の[連絡方法、予告日数]： 例 em+p/em/  7d 

            em = Email, p = phone, em + p=Email & phone, f = fax, d = day 

 

４行目以降には次の省略文字を記入できる。 

NPNR = No Prior Notice Required, WMT = Want More Travelers; 

JTW = Japanese Travelers are Welcome 

FAM = Travelers with child(ren) are acceptable for some longer stay than two 

nights. (Good prior correspondence is required for the arrangements.) 

Y = Prepared to make arrangements for the exchange of Hosts' child(ren) 

between 14 and 18 of age for extended stay. 

２）第 2 列目 

1 行目の [FAMILY NAME  First name & another First name (sex m/f  Years of 

birth）[ 職業]： 

個人会員の場合は FUJI Yoko  のように姓については大文字、名は小文字、 

家族会員の場合は FUJI Yoko & Santaro のように姓については大文字、名は小

文字、性別＝男性 m、女性 f、生年は西暦 

2 行目の[電子メール、携帯番号] 

3 行目の[自宅電話＆ファックス] 

4 行目以降 [ホスト宅までの案内]、[興味、趣味]、[旅行した国」、[滞在国]、[ホスト

からのメッセージ]の記入は任意です。 

 

３）第３列目 

1 行目の[ 県/都/府/道名]： TOKYO-to,  OSAKA-fu, KUMAMOTO-ken などと記入 

2 行目の[最も近い都市名]： Nerima-ku, Yokohama-shi などと記入 

3 行目の[話す言語]: 家族でまとめて記入  例 English, French, Spanish 

 

 

SOL からの情報出力   例（個人情報の一部分をカットしています） 
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    Stamp :        

                        

   

 Valid Until :       

 

 

Letter of Introduction (version 2019) 
Family name, first name:   

 

Sex (M/F):               Nationality:                                  Age:     

Occupation (profession): 

Permanent address:  

Phone :                 Cellphone :                    Email :                          

Other Servas travelling with you:                                                         

Children travelling with you :                                                             

Emergency contact [name, phone, email]:                                                  

Languages spoken:                                                                    

Personal background :                                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

I understand the aims & rules of Servas and will abide by them. 

Traveller's Signature:  

Coordinator 

Name: 

Email: 

Issue Date: 

Signature: 

 

 

This document is not valid without a stamp, stamp number, expiry date, and coordinator's name, email 

address and signature. 


